
地球の表面は、「プレート」と呼ばれる板のような岩の層で覆われていますが、日本は海のプレートで

ある太平洋プレート、フィリピン海プレートや陸のプレートである北米プレート、ユーラシアプレート

などの複数のプレートが接する境界に位置しています。海のプレートは、陸のプレートの下に1年間に

数cmから10cm程度のゆっくりとした速度で沈み込んでいきますが、引きずりこまれた陸のプレートの

先端部にひずみがたまり、100年～200年ぐらい経つとこのひずみの蓄積に限界がきて壊れてずれ動き、

陸のプレートの先端部が跳ね返ります。

平成７年（1995）に発生した阪神・淡路大震災後、地震災害を引き起こす活断層に関する情報の整備

及び公開の必要性が高まったことに応えるため、国土地理院では大地震の際に大きな被害が予想される

都市域とその周辺について、活断層の位置を詳細に表示した「1:25,000都市圏活断層図」を平成７年

より活断層の研究者の協力を得て作成しています。近年は、都市域に限らず全国の活断層を対象として

整備を進めていることから、平成29年10月より名称を「1:25,000活断層図」に変更しました。
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立川断層 東京都立川市～武蔵村山市 明瞭な断層崖が６km程度続く

海溝型地震、プレート内地震、内陸型地震模式図

図の作成について

地震国日本と活断層

このときの衝撃で起きるのが「海溝型地震」で、平成23年東

北地方太平洋沖地震のような巨大地震につながるケースがあ

ります。

一方、日本列島でも、このようなプレートの移動により圧縮

されひずみが蓄積しつづけており、このひずみが限界まで達

すると、日本列島をのせている陸のプレートの中で強度が弱

い場所（＝断層）が壊れてずれ動きます。これが「内陸型地

震」です。この地震は、私たちの住む地面のすぐ下（地下約

5～20 kmぐらいの比較的浅い所）で起きるため、私たちの

生活に大きな被害をもたらしますが、「活断層」は「内陸型

地震」を起こす原因にもなっています。

岡田義光（2012）：「日本の地震地図東日本大震災後版」より引用





     




